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   令和３年度 白鬚宮の秋祭りについて 

        平素より白鬚宮に対するご理解とご支援を賜り、心より感謝申し上げます。 

        さて、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、昨年に続き、日頃の活動が 

自粛制限を受けており、各地における多くの各種イベント等が中止を余儀なくされています。 

このため、先般、総代会を開催して、秋祭りについて協議した結果、下記の内容で、執り行う 

こととなりましたのでよろしくお願い申し上げます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アスリートたちの頑張る姿が大きな感動をもたらし、改めてスポーツの持つ力を感じさせてくれた東京

2020 オリパラ大会が幕を閉じた。 

 オリンピック選手の活躍はもとより、パラリンピックに出場の選手の活躍にも多くの国民が喝采を送り酔

いしれた。 特に、パラリンピック大会で、障がいを持ちながら、懸命に競技に取り組む姿勢は、障がい者

に限らず全ての人々に勇気を、そして感動をもたらした。 

 障がいを持ちながら、スポーツに打ち込むことは大変な苦労があるはずだ。支えてこられた保護者や関係

者の皆様方にも心から賞賛を送りたい。どの選手にも言えることだが明るく、誇らしい笑顔が素敵なのだ。

同時に周りへの感謝を述べられる。 

 この大会の開催にあたっては、様々な意見があったが、やってよかった。意義深い大会になったと心から

そう思える。 実際に、多くの人が重度の障がい者を目の前にすると、どのように接したらいいのかわから

ない。普段接することがないばかりが、映像で見ることがないので当然といえば当然のことなのだ。 

 こうしたことからも、重度の障がい者が頑張る様子に映像を通してであるが触れることで、壁を低くする

ことに繋がったのではないかと思うからである。 

 さて、我々の地域には「ひらた旭川荘」があり、はたまた「県立岡山西支援学校」がある。まさに福祉の

町なのである。そこでは様々な催しがあり、地域交流が行われているし、学校間の交流も盛んに行われてい

る。また積極的にボランティア活動に参加する人たちもおられる。 

 「星空サマーコンサート」もその一つだ。昨年、今年と中止となっているが意義深い行事だ。つまり、障

がい者との壁を乗り越え、共に生きようとする取り組みが様々な形で行われている地域は 

そうそうあるものではない。 

 パラリンピックを機に、その取り組みを更に充実させ、まさに「福祉の町御南」を 

目指して行こうではありませんか。 (独り言) 

雑記帳 東京 2020 オリパラピックを終えて 

記 

1 実施すること ・祭典(１０月１７日)必要最小限の人数で行う・浦安の舞は祭典内で行う。幟旗設置 

2 中止すること ・子供神輿、だんじり、・境内内の(子ども相撲・輪投げ・習字展示)、売店・くじ引 

3 その他    ・案内状は配布しません。 ・お札は、希望者のみ配布します。(寄付金不要) 

 

※氏子の地域＝中仙道・辰巳・平田・西長瀬・田中・田中野田・その他問屋町・今の一部 

 

田中野田総代 

和氣瑛夫(4組) 


